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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和７年12月末実績参考）

組合員数  6,530名（団体含）

貯金残高 71,737百万円

貸出金残高 21,670百万円

長期共済保有高 1,648億円

購買品供給高 2,125百万円

販売品取扱高 1,528百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和８年２月25日㈬
令和８年３月５日㈭

■ お問い合わせ・お申込先
■ 顧問税理士

お申込み順に受け付けております。

午前９時～12時（基本30分単位）

要予約

JA 白山  本店

本店総務課 東藤
税理士 升田　佐吉（税理士法人アーマス）

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

井関町の（農）井関生産組合が製造する「かきもち」は心を込めて作った自家製の「白山もち」
を100％使用し、一枚一枚ていねいに編込み約２カ月間じっくり寒気のなかで自然乾燥させる
昔ながらの製法にこだわった「かきもち」です。今年のかきもちは70俵（コンビニのおにぎり
約４万個分！！）が製造されました。近隣の小学生も見学に訪れました。
お買い求めは「よらんかいねぇ広場」の店頭もしくは井関生産組合（TEL：076-278-3603）
にお電話にてご注文ください。

かきもち表紙の写真

特 集 新総代が決定しました新総代が決定しました

今月は、お買物券付き

今年度の組合員集会では、「健康・活力・豊かならくらし」セミナーを開催します。
組合員とご家族はどなたでも参加できますので、お誘いあわせのうえご参加ください。
なお事前の申込みが必要ですので、下記のQRコードからWEB申込みいただくか、

最寄りの支店にてお申し込みください。

令和８年３月７日（土）
鶴来総合文化会館クレイン ２階研修室
（白山市七原町77番地）

第１部　JAの情勢及び将来の展望について
第２部　健康セミナー
　　　　①『人生100年時代を翔る』
　　　　●講 師　公立つるぎ病院 病院長  柿木  嘉平太 氏

　　　　②『自身や家族のために
　　　　　　　知っておきたい介護のこと』
　　　　●講 師　社会福祉法人手取会（大門園）在宅課長  福田  正成 氏

QRコードからWEB申込みいただくか最寄りの支店にて
お申込みください。
本店総務部　272-3333
蝶 屋 支 店　278-2315
つるぎ支店　272-1515

大 神 支 店　272-0620
手 取 支 店　255-5001
白 峰 支 店　259-2003

参加費
無料

https://www.ja-hakusan.jp/
news/kumiai_meeting-2-2

令和７年度 組合員集会のご案内

開 催 日

開催場所

開催時間

プログラム

申込み方法

受付開始　9：30
第 １ 部　10：00～10：30
第 ２ 部　10：30～11：50

ご来場
いただいた方に

もれなく

JA利用割引券を
プレゼント！！

か き の き

か け

ふ く だ ま さ な り

か たへ い

12Public Relations Magazine JAだより　令和８年２月発行



第
10
回
理
事
会

日
時
／
令
和
８
年
１
月
28
日（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
８
年
度
営
農
方
針（
案
）に
つ
い
て 

第
２
号
議
案
　
井
口
種
子
乾
燥
施
設
の
乾
燥
機
更
新
に

つ
い
て

第
３
号
議
案
　
第
７
回
総
代
選
挙
に
係
わ
る
選
挙
管
理

者
等
に
つ
い
て

全
議
案
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
７
年
１
２
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
令
和
８
年
産
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て

３
　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
結
果
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て

４
　
令
和
７
年
度
（
４
〜
１
２
月
）
有
価
証
券
運
用
実

績
に
つ
い
て

５
　
令
和
７
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ

い
て

６
　
令
和
７
年
度
第
３
四
半
期
苦
情
等
の
受
付
対
応
処

理
状
況
に
つ
い
て

７
　
令
和
７
年
度
第
３
四
半
期
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状

況
に
つ
い
て

８
　
令
和
７
年
度
第
３
四
半
期
反
社
会
的
勢
力
等
に
か

か
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

９
　
令
和
７
年
度
第
３
四
半
期
組
合
員
数
に
つ
い
て

10
　
組
合
員
集
会
の
開
催
に
つ
い
て

11
　
そ
の
他

　 理
事
会
だ
よ
り

　
第
７
回
総
代
選
挙
に
よ
り
新
総
代
５
０
０
名
（
う
ち
女
性
90
名
）
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
総
代
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
蝶
屋
支
店
管
内
　
　
　
　
　
　
５
０
名
（
う
ち
女
性
13
名
）

　
　
つ
る
ぎ
・
大
神
支
店
管
内
　
２
４
０
名
（
う
ち
女
性
43
名
）

　
　
手
取
・
白
峰
支
店
管
内
　
　
２
１
０
名
（
う
ち
女
性
34
名
）

　
新
総
代
の
任
期
は
令
和
８
年
２
月
７
日
か
ら
令
和
11
年
２
月
６
日
で
す
。
新
総
代
に

な
ら
れ
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
３
年
間
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機
関
は
正
組
合
員

全
員
が
議
決
権
を
持
つ
総
会
で
す
。

　
し
か
し
、
Ｊ
Ａ
白
山
の
正
組
合
員
数
は

３
，３
０
２
名（
12
月
末
）で
現
実
的
に
全
員
が

集
ま
る
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

　
こ
の
た
め
「
農
協
法
」
で
は
正
組
合
員
の

１
／
５
も
し
く
は
正
組
合
員
２
，５
０
０
名
以

上
の
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
は
５
０
０
名
以
上
の
総
代

を
選
出
し
「
総
代
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
で
は
各
地
区
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ

た
総
代
５
０
０
名
に
よ
っ
て
「
総
代
会
」
が

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
株
式
会
社
で
は
大
株
主
が
多
く
の
議
決
権
を

持
つ
の
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
の
総
代
は
出
資
口
数
に

か
か
わ
ら
ず
議
決
権
は
１
人
１
票
で
す
。

新総代が決定しました

総
代
・
総
代
会
と
は

　
J
A
は
組
合
員
で
構
成
す
る
協
同
組
合
で
あ
り
、

総
代
は
そ
の
組
合
員
の
代
表
で
す
。

総
代
は
総
代
会
に
出
席
し

　
●
事
業
報
告

　
●
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書

　
●
剰
余
金
処
分
案

　
●
次
年
度
事
業
計
画

　
●
定
款
や
各
種
事
業
規
程
の
変
更

　
●
理
事
の
選
任

と
い
っ
た
J
A
の
事
業
運
営

に
関
す
る
重
要
事
項
を
決
定

し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
で
は
、
営
農
事

業
、
信
用
事
業
、
共
済
事
業
、

購
買
事
業
、
直
売
所
や
営
農

施
設
の
運
営
な
ど
の
事
業
活

動
の
ほ
か
、
食
農
教
育
活
動
、

社
会
福
祉
活
動
、
地
域
貢
献

活
動
な
ど
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
代
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ま

に
は
Ｊ
Ａ
の
事
業
や
活
動
を

知
っ
て
頂
き
、
ご
意
見
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 総

代
の
役
割

よらんっ子フェスタ フードドライブ

特 

集

女性部 奥能登視察旅行 白山市へ一等米贈呈

田んぼの学校

農業まつり

青壮年部 比咩の米 奉納
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令和８年度  営農方針説明会 開催

の
影
響
か
ら
高
温
障
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

生
産
者
の
適
切
な
管
理
に
よ
り
管
内
で
は
大
き
な
影
響

は
見
ら
れ
ず
、
収
穫
量
で
は
目
標
と
す
る
『
平
均
単
収

プ
ラ
ス
20
㎏
』
を
達
成
し
た
も
の
の
カ
メ
ム
シ
被
害

に
よ
る
落
等
が
目
立
つ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
米
の
需
給
で
は
、
６
年
産
か
ら
始
ま
っ
た
米
価
高
騰

は
７
年
産
米
で
も
続
き
、
７
年
10
月
に
業
者
間
相
対

取
引
価
格
は
過
去
最
高
と
な
る
３
７
，０
５
８
円
／
俵

に
達
し
、
生
産
者
手
取
り
額
で
も
石
川
県
産
Ｊ
Ａ
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
仮
渡
金
は
８
年
１
月
の
追
加
精
算
を

加
え
３
０
，５
９
６
円
／
俵
と
大
幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
政
府
が
発
表
す
る
需
給
見
通
し
で
は
７
年

６
月
末
民
間
流
通
在
庫
は
米
不
足
と
な
る
１
５
５
万

ト
ン
か
ら
始
ま
り
、
８
年
６
月
末
に
は
適
正
水
準
の

上
限
２
０
０
万
ト
ン
を
大
幅
に
上
回
る
２
１
５
万
〜

２
２
９
万
ト
ン
と
予
想
さ
れ
、
明
ら
か
な
米
余
り
と

な
っ
て
い
る
現
状
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
８
年
産
米
の
価
格
動
向
が
全
く
予
想
で
き
な
い
状
況

の
な
か
で
、
生
産
過
剰
に
よ
る
米
価
暴
落
と
な
ら
な
い

よ
う
生
産
調
整
が
極
め
て
重
要
な
局
面
と
な
っ
て
い

ま
す
。
政
府
も
転
作
作
物
の
交
付
金
水
準
見
直
し
に

着
手
し
て
お
り
、
交
付
金
水
準
を
見
定
め
な
が
ら
２
年

３
作
（
米
・
大
麦
・
大
豆
）
と
水
田
活
用
米
穀
を
活
用

し
生
産
調
整
を
実
施
す
る
と
と
も
に
水
稲
の
安
定
生
産

に
向
け
て
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
で
は
引
き
続
き
２
年
３
作
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
水
稲
で
は
「
営
農
て
び
き
」

　
２
月
７
日
、
令
和
８
年
度
営
農
方
針
説
明
会
を
蝶
屋

支
店
・
本
店
・
バ
ー
ド
ハ
ミ
ン
グ
鳥
越
の
３
会
場
で

開
催
し
生
産
者
１
３
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
産
の
作
況
単
収
指
数
は
全
国
１
０
２
、

北
陸
１
０
１
、
石
川
県
１
０
１
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
〜
８
月
の
気
温
が
過
去
最
高
を
記
録
し
た
猛
暑

の
基
本
技
術
徹
底
を
推
進
し
反
収
プ
ラ
ス
20
㎏
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
国
が
策
定
し
た
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
実
現
と
白
山
市
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
支
援
す
る
た
め
、
有
機
栽
培
米
を

目
指
し
化
学
肥
料
と
農
薬
を
使
用
し
な
い
米
づ
く
り
に

よ
っ
て
付
加
価
値
を
高
め
有
利
販
売
に
繋
げ
る
取
り

組
み
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
J
A
白
山
の
営
農
支
援
事
業
に
関
し
て
は
６
頁
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　令和７年４月から、農地の賃借に関する法律が改正されました。これまで行われて
いた利用権設定が廃止され、農地中間管理機構【石川県においては（公財）いしかわ
農業総合支援機構（以下、機構とします）】を通じた賃借契約に一本化されています。

　この制度改正により、書類や手続き等が変更になっていますので注意が必要です。
実際に寄せられた相談事例をもとに、特にご注意いただきたい点を以下にまとめました。

　
●従来は複写の書類１枚で手続きが完了しましたが、機構を通す現在の契約では生産者・所有者それ
ぞれに複数の書類が必要です。（書式は機構のHPからダウンロード可能）

●原則として耕作者と所有者が書類を作成し、白山市農業委員会（いしかわ農業総合支援機構）
に提出する必要があります。

　なお、手続きや書類作成についてはJAでも相談を受付けています。

　
●既存の契約が満了した際に機構を通す新契約による更新手続きを行わなかったため、実際には
農地を貸し借りしているが小作料が振替されない事例が発生しています。

　既存の契約が満了する前に「契約満了のお知らせ」が郵送されますが、JAではその後の当事者の
手続きの進捗状況を把握できないため手続きを忘れた場合でも個別の連絡を行っていません。

　「契約満了のお知らせ」が届いた場合は早めにご相談とお手続きをお願いします。

　
●機構では県内全域の契約を取扱うため明らかに誤った小作料を記入してしまった場合も、その
ままの小作料で処理精算されてしまいます。

　機構には契約内容（金額等）のチェック機能がありませんので、書類作成の際は十分確認をお願い
します。

　
●契約更新時に相続が発生している場合、相続が登記まで完了しているケースと相続が未了の
ケースで書類や手続きが異なります。
※相続未登記の農地については、相続人代表届出書などの相続に関する書類が別途必要となりますので
早めに手続きをお願いします。（詳細は白山市農業委員会事務局までお問い合わせください。）

　多くの契約が12月～３月末に契約更新を迎えますので、春の農繁期に入る前に早め
の確認と手続きをお願いします。

農地の利用権満了に伴う更新手続きについて
ご注意ください

令
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年
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末
ま
で
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以
降
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JA白山
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農地中間管理機構
  主な業務

・賃借料の清算
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農
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水
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作
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底
に
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収
量
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の
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年
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作
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水
田
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用
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に
よ
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交
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金
の
活
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■
有
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培
米
の
生
産
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生
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提出書類がわからないケース１

更新手続き忘れによる小作料の未精算ケース２

小作料の記載誤りによる金額の相違ケース３

相続未了による更新ケース４

白山農業協同組合（営農部営農課）　TEL 076-273-5277
白山市農業委員会　　　　　　　　　TEL 076-274-9583
（公財）いしかわ農業総合支援機構　  TEL 076-274-9540

＜お問い合わせ先＞

相対
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令和８年度  営農方針説明会 開催
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影
響
か
ら
高
温
障
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

生
産
者
の
適
切
な
管
理
に
よ
り
管
内
で
は
大
き
な
影
響

は
見
ら
れ
ず
、
収
穫
量
で
は
目
標
と
す
る
『
平
均
単
収

プ
ラ
ス
20
㎏
』
を
達
成
し
た
も
の
の
カ
メ
ム
シ
被
害

に
よ
る
落
等
が
目
立
つ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
米
の
需
給
で
は
、
６
年
産
か
ら
始
ま
っ
た
米
価
高
騰

は
７
年
産
米
で
も
続
き
、
７
年
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月
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業
者
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相
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取
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価
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過
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と
な
る
３
７
，０
５
８
円
／
俵
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達
し
、
生
産
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手
取
り
額
で
も
石
川
県
産
Ｊ
Ａ
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
仮
渡
金
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８
年
１
月
の
追
加
精
算
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加
え
３
０
，５
９
６
円
／
俵
と
大
幅
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上
昇
し
ま
し
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。
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給
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５
５
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８
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６
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０
０
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落
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付
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付
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２
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。
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取
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に
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２
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８
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営
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を
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の
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場
で
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催
し
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１
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が
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し
ま
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た
。
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の
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０
２
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０
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。
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の
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。
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す
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た
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を
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て
付
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値
を
高
め
有
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販
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に
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げ
る
取
り

組
み
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
J
A
白
山
の
営
農
支
援
事
業
に
関
し
て
は
６
頁
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　令和７年４月から、農地の賃借に関する法律が改正されました。これまで行われて
いた利用権設定が廃止され、農地中間管理機構【石川県においては（公財）いしかわ
農業総合支援機構（以下、機構とします）】を通じた賃借契約に一本化されています。

　この制度改正により、書類や手続き等が変更になっていますので注意が必要です。
実際に寄せられた相談事例をもとに、特にご注意いただきたい点を以下にまとめました。

　
●従来は複写の書類１枚で手続きが完了しましたが、機構を通す現在の契約では生産者・所有者それ
ぞれに複数の書類が必要です。（書式は機構のHPからダウンロード可能）

●原則として耕作者と所有者が書類を作成し、白山市農業委員会（いしかわ農業総合支援機構）
に提出する必要があります。

　なお、手続きや書類作成についてはJAでも相談を受付けています。

　
●既存の契約が満了した際に機構を通す新契約による更新手続きを行わなかったため、実際には
農地を貸し借りしているが小作料が振替されない事例が発生しています。

　既存の契約が満了する前に「契約満了のお知らせ」が郵送されますが、JAではその後の当事者の
手続きの進捗状況を把握できないため手続きを忘れた場合でも個別の連絡を行っていません。

　「契約満了のお知らせ」が届いた場合は早めにご相談とお手続きをお願いします。

　
●機構では県内全域の契約を取扱うため明らかに誤った小作料を記入してしまった場合も、その
ままの小作料で処理精算されてしまいます。
　機構には契約内容（金額等）のチェック機能がありませんので、書類作成の際は十分確認をお願い
します。

　
●契約更新時に相続が発生している場合、相続が登記まで完了しているケースと相続が未了の
ケースで書類や手続きが異なります。
※相続未登記の農地については、相続人代表届出書などの相続に関する書類が別途必要となりますので
早めに手続きをお願いします。（詳細は白山市農業委員会事務局までお問い合わせください。）

　多くの契約が12月～３月末に契約更新を迎えますので、春の農繁期に入る前に早め
の確認と手続きをお願いします。

農地の利用権満了に伴う更新手続きについて
ご注意ください
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提出書類がわからないケース１

更新手続き忘れによる小作料の未精算ケース２

小作料の記載誤りによる金額の相違ケース３

相続未了による更新ケース４
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（公財）いしかわ農業総合支援機構　  TEL 076-274-9540

＜お問い合わせ先＞

相対

04Public Relations Magazine JAだより　令和８年２月発行05 Public Relations Magazine JAだより　令和８年２月発行



支援事業についてのお問い合わせは、JA白山営農部（TEL 273-5277）まで

直
売
所

生
産
拡
大
対
策

事 業 量 1,700,000円
目 的 直売所会員の拡大と農産物の生産拡大を図る。

内 容 ●農産物の年間出荷販売高が15万円以上の出荷者へ出荷販売額に対し1.5％支援
する。

基 準 ●JA白山の組合員であること
●よらんかいねぇ広場の登録者（１号会員）であること

ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
機
材
購
入
対
策

事 業 量 2,000,000円
目 的 スマート農業関連機械等の購入費用の一部を支援し、導入時の農家負担を軽減する。

内 容

●圃場管理システム『Z-GIS』の初年度の利用料をJAが全額負担する。
 （令和９年２月末までの加入者に限る）
●下記の対象機械に本体価格（税抜）の５％支援する。
　　ドローン（JA指定機種で本体のみ）
　　自動操舵システム（トプコン）
　　自動給水栓（ファーモ・アクアポート）
　　アイガモロボ、ラジコン草刈り機
　　その他のスマート農業関連機械でJAが認めるもの
　なお、国県等、他の補助事業の対象となる場合は本支援の対象外。

基 準
●JA白山管内の組合員または組合員で構成される団体
●対象機材はJA取扱商品であり、かつJAが認めるもの
●他のJA支援事業との併用は不可とする

新
規
就
農
対
策

事 業 量 1,000,000円
目 的 新規就農者（就農時50才以下）を支援する。

内 容 ●２年間に渡り、資材購入支援を行う。JAでご購入いただいた資材の購入金額
（税抜）に対し10％を支援額として支払う。

基 準

●JA白山の組合員であること（新規に組合員加入するもの）
●親元就農及び法人組織への就農は対象としない（ただし、その法人の主体とな
るものは対象とする）
●新規就農者はJAが審査認定する（認定申請書の提出）
●支援の購入対象期間は１月～12月末まで購入分とする
●他のJA支援事業との併用は不可とする
●対象資材はJA取扱商品であり、かつJAが認めるもの

鳥
獣
害
対
策

事 業 費 1,000,000円

目 的 鳥獣害被害を最小限に防ぐため、防護資材（電気柵、防草シート、フェンス）の導入を
支援する。

内 容 ●電気柵及び防草シートは購入価格（税抜）の15％、フェンス資材は購入価格
の５％。

基 準 ●JA白山管内の組合員及び組織で管内での設置を行うもの
●JAより購入した資材を対象とする

各
種
農
業
団
体

助
成
金

事 業 費 1,000,000円
目 的 生産者等で構成する各種農業団体の運営と活動を支援する。

内 容 ●支援額は団体の構成員数や活動の内容に応じてJAが決定する。なお、団体毎
の支援額は別に定める。

基 準
●JA白山管内の組合員で構成する団体でJAが認める組織を対象とする
●支援を受けた団体はJAに対し収支決算を含む総会資料及び構成員名簿を提出
する。

集
荷
・
利
用
向
上
対
策

事 業 費 6,000,000円
目 的 ライスセンター・カントリー利用率の向上を図る。

内 容

●ライスセンター・カントリーの利用出荷数量に対し以下の支援を行う。
　○ライスセンター加算金　　　　　　　（税込）

出荷俵数 金　　額
100～999.5俵 50円/俵

1,000～2,499.5俵 100円/俵
2,500俵以上 150円/俵

●「ひゃくまん穀」は複数年契約に基づき出荷したものに以下の金額を加算する。
　○ひゃくまん穀加算額　324円/俵（税込）

基 準 ●JA白山組合員であること　　●栽培履歴提出者であること
●共同施設利用者は２回の基幹防除を実施すること

土
壌
改
良
剤
散
布

支
援
対
策

事 業 費 2,800,000円
目 的 土壌改良資材 及び もみ殻牛糞堆肥の散布率の向上を目指す。

内 容 ●土壌改良資材の購入額（税抜）に対し10%を支援する。
●もみ殻牛糞堆肥の散布（行政と連携）に対し一定額支援する（上限40ha）。

基 準
●JA白山組合員であること　　●JA取扱商品であること
●もみ殻牛糞堆肥（ソイルパワー）散布支援は１生産者10haを上限とし対象者
及び散布圃場の条件、支援内容等は別に定める。

そ
ば
収
量

向
上
対
策

事 業 費 1,500,000円
目 的 中山間地域におけるそば生産量の安定を図るため、目標達成者に対し支援する。

内 容 ●そば収量確保に対する支援
　反収25kg以上の出荷に対して4,000円/10aを支援する。

基 準 ●JA白山の組合員であること　　　●作付計画書を提出すること
●そば栽培履歴を提出すること　　　●対象地区は中山間地域に限る

農
機
購
入
対
策

事 業 費 2,000,000円
目 的 農業経営の維持・拡大のため、農業機械の購入に対し支援し、農家の負担軽減を図る。

内 容

●トラクター15ps以上、乗用田植機４条以上、コンバイン２条刈以上、その他
の農業機械（※乾燥機等を除く）の新車・中古車購入を対象とする。
●本体価格（消費税除く）の５%とする。但し、国県市等の補助対象となった場
合は補助金控除後の販売価格に対し３%とする。

基 準 ●JA白山組合員であり、JA取扱商品（税抜150万円以上）であること
●他のJA支援事業との併用は不可とする

重
点
・
推
進
野
菜
生
産
拡
大
対
策

事 業 費 1,000,000円
目 的 重点・推進野菜の生産拡大と市場への出荷拡大を図る。

内 容

●市場への出荷量に対する支援
品目名 金　　額 品目名 金　　額

ブロッコリー 15円/kg 丸いも 70円/kg
白ネギ 10円/kg グリーンピース 25円/kg
ナス 5円/kg

●新規や面積拡大に対する支援（JAグループと一体となった支援）
栽培品目 助成額（税別）

ブロッコリー 春作 共販出荷　対前年増量（kg）×18円
秋作 共販出荷　対前年増量（kg）×18円

白ネギ 共販出荷　対前年増量（kg）×18円

基 準

●JA白山組合員であること　　●JAの定める反収を上回ること
●部会加入者であること　　　●拡大面積は過去実績を上回ること
●栽培指針に沿った栽培を実施すること　　●栽培履歴を提出すること
●市場出荷70％以上上回ること

直
売
所

生
産
拡
大
対
策

事 業 量 1,700,000円
目 的 直売所会員の拡大と農産物の生産拡大を図る。

内 容 ●農産物の年間出荷販売高が15万円以上の出荷者へ出荷販売額に対し1.5％支援
する。

基 準 ●JA白山の組合員であること
●よらんかいねぇ広場の登録者（１号会員）であること

ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
機
材
購
入
対
策

事 業 量 2,000,000円
目 的 スマート農業関連機械等の購入費用の一部を支援し、導入時の農家負担を軽減する。

内 容

●圃場管理システム『Z-GIS』の初年度の利用料をJAが全額負担する。
 （令和９年２月末までの加入者に限る）
●下記の対象機械に本体価格（税抜）の５％支援する。
　　ドローン（JA指定機種で本体のみ）
　　自動操舵システム（トプコン）
　　自動給水栓（ファーモ・アクアポート）
　　アイガモロボ、ラジコン草刈り機
　　その他のスマート農業関連機械でJAが認めるもの
　なお、国県等、他の補助事業の対象となる場合は本支援の対象外。

基 準
●JA白山管内の組合員または組合員で構成される団体
●対象機材はJA取扱商品であり、かつJAが認めるもの
●他のJA支援事業との併用は不可とする

新
規
就
農
対
策

事 業 量 1,000,000円
目 的 新規就農者（就農時50才以下）を支援する。

内 容 ●２年間に渡り、資材購入支援を行う。JAでご購入いただいた資材の購入金額
（税抜）に対し10％を支援額として支払う。

基 準

●JA白山の組合員であること（新規に組合員加入するもの）
●親元就農及び法人組織への就農は対象としない（ただし、その法人の主体とな
るものは対象とする）
●新規就農者はJAが審査認定する（認定申請書の提出）
●支援の購入対象期間は１月～12月末まで購入分とする
●他のJA支援事業との併用は不可とする
●対象資材はJA取扱商品であり、かつJAが認めるもの

鳥
獣
害
対
策

事 業 費 1,000,000円

目 的 鳥獣害被害を最小限に防ぐため、防護資材（電気柵、防草シート、フェンス）の導入を
支援する。

内 容 ●電気柵及び防草シートは購入価格（税抜）の15％、フェンス資材は購入価格
の５％。

基 準 ●JA白山管内の組合員及び組織で管内での設置を行うもの
●JAより購入した資材を対象とする

各
種
農
業
団
体

助
成
金

事 業 費 1,000,000円
目 的 生産者等で構成する各種農業団体の運営と活動を支援する。

内 容 ●支援額は団体の構成員数や活動の内容に応じてJAが決定する。なお、団体毎
の支援額は別に定める。

基 準
●JA白山管内の組合員で構成する団体でJAが認める組織を対象とする
●支援を受けた団体はJAに対し収支決算を含む総会資料及び構成員名簿を提出
する。

集
荷
・
利
用
向
上
対
策

事 業 費 6,000,000円
目 的 ライスセンター・カントリー利用率の向上を図る。

内 容

●ライスセンター・カントリーの利用出荷数量に対し以下の支援を行う。
　○ライスセンター加算金　　　　　　　（税込）

出荷俵数 金　　額
100～999.5俵 50円/俵

1,000～2,499.5俵 100円/俵
2,500俵以上 150円/俵

●「ひゃくまん穀」は複数年契約に基づき出荷したものに以下の金額を加算する。
　○ひゃくまん穀加算額　324円/俵（税込）

基 準 ●JA白山組合員であること　　●栽培履歴提出者であること
●共同施設利用者は２回の基幹防除を実施すること

土
壌
改
良
剤
散
布

支
援
対
策

事 業 費 2,800,000円
目 的 土壌改良資材 及び もみ殻牛糞堆肥の散布率の向上を目指す。

内 容 ●土壌改良資材の購入額（税抜）に対し10%を支援する。
●もみ殻牛糞堆肥の散布（行政と連携）に対し一定額支援する（上限40ha）。

基 準
●JA白山組合員であること　　●JA取扱商品であること
●もみ殻牛糞堆肥（ソイルパワー）散布支援は１生産者10haを上限とし対象者
及び散布圃場の条件、支援内容等は別に定める。

そ
ば
収
量

向
上
対
策

事 業 費 1,500,000円
目 的 中山間地域におけるそば生産量の安定を図るため、目標達成者に対し支援する。

内 容 ●そば収量確保に対する支援
　反収25kg以上の出荷に対して4,000円/10aを支援する。

基 準 ●JA白山の組合員であること　　　●作付計画書を提出すること
●そば栽培履歴を提出すること　　　●対象地区は中山間地域に限る

農
機
購
入
対
策

事 業 費 2,000,000円
目 的 農業経営の維持・拡大のため、農業機械の購入に対し支援し、農家の負担軽減を図る。

内 容

●トラクター15ps以上、乗用田植機４条以上、コンバイン２条刈以上、その他
の農業機械（※乾燥機等を除く）の新車・中古車購入を対象とする。
●本体価格（消費税除く）の５%とする。但し、国県市等の補助対象となった場
合は補助金控除後の販売価格に対し３%とする。

基 準 ●JA白山組合員であり、JA取扱商品（税抜150万円以上）であること
●他のJA支援事業との併用は不可とする

重
点
・
推
進
野
菜
生
産
拡
大
対
策

事 業 費 1,000,000円
目 的 重点・推進野菜の生産拡大と市場への出荷拡大を図る。

内 容

●市場への出荷量に対する支援
品目名 金　　額 品目名 金　　額

ブロッコリー 15円/kg 丸いも 70円/kg
白ネギ 10円/kg グリーンピース 25円/kg
ナス 5円/kg

●新規や面積拡大に対する支援（JAグループと一体となった支援）
栽培品目 助成額（税別）

ブロッコリー 春作 共販出荷　対前年増量（kg）×18円
秋作 共販出荷　対前年増量（kg）×18円

白ネギ 共販出荷　対前年増量（kg）×18円

基 準

●JA白山組合員であること　　●JAの定める反収を上回ること
●部会加入者であること　　　●拡大面積は過去実績を上回ること
●栽培指針に沿った栽培を実施すること　　●栽培履歴を提出すること
●市場出荷70％以上上回ること

令和８年度 JA白山 営農支援事業【支援予算総額2,000万円】
２月７日開催の営農方針説明会で発表した「令和８年度JA白山 営農支援事業」は以下のとおりです。

「営農のてびき」はJA白山
ホームページでも
ご覧いただけます。
https://www.ja-hakusan.jp/
news/einoutebiki2026

JA白山営農情報LINEアカウント

友達追加検索
　@363aoirk
友達追加URL
　https://lin.ee/g9ue63o
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支援事業についてのお問い合わせは、JA白山営農部（TEL 273-5277）まで

直
売
所

生
産
拡
大
対
策

事 業 量 1,700,000円
目 的 直売所会員の拡大と農産物の生産拡大を図る。

内 容 ●農産物の年間出荷販売高が15万円以上の出荷者へ出荷販売額に対し1.5％支援
する。

基 準 ●JA白山の組合員であること
●よらんかいねぇ広場の登録者（１号会員）であること

ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
機
材
購
入
対
策

事 業 量 2,000,000円
目 的 スマート農業関連機械等の購入費用の一部を支援し、導入時の農家負担を軽減する。

内 容

●圃場管理システム『Z-GIS』の初年度の利用料をJAが全額負担する。
 （令和９年２月末までの加入者に限る）
●下記の対象機械に本体価格（税抜）の５％支援する。
　　ドローン（JA指定機種で本体のみ）
　　自動操舵システム（トプコン）
　　自動給水栓（ファーモ・アクアポート）
　　アイガモロボ、ラジコン草刈り機
　　その他のスマート農業関連機械でJAが認めるもの
　なお、国県等、他の補助事業の対象となる場合は本支援の対象外。

基 準
●JA白山管内の組合員または組合員で構成される団体
●対象機材はJA取扱商品であり、かつJAが認めるもの
●他のJA支援事業との併用は不可とする

新
規
就
農
対
策

事 業 量 1,000,000円
目 的 新規就農者（就農時50才以下）を支援する。

内 容 ●２年間に渡り、資材購入支援を行う。JAでご購入いただいた資材の購入金額
（税抜）に対し10％を支援額として支払う。

基 準

●JA白山の組合員であること（新規に組合員加入するもの）
●親元就農及び法人組織への就農は対象としない（ただし、その法人の主体とな
るものは対象とする）
●新規就農者はJAが審査認定する（認定申請書の提出）
●支援の購入対象期間は１月～12月末まで購入分とする
●他のJA支援事業との併用は不可とする
●対象資材はJA取扱商品であり、かつJAが認めるもの

鳥
獣
害
対
策

事 業 費 1,000,000円

目 的 鳥獣害被害を最小限に防ぐため、防護資材（電気柵、防草シート、フェンス）の導入を
支援する。

内 容 ●電気柵及び防草シートは購入価格（税抜）の15％、フェンス資材は購入価格
の５％。

基 準 ●JA白山管内の組合員及び組織で管内での設置を行うもの
●JAより購入した資材を対象とする

各
種
農
業
団
体

助
成
金

事 業 費 1,000,000円
目 的 生産者等で構成する各種農業団体の運営と活動を支援する。

内 容 ●支援額は団体の構成員数や活動の内容に応じてJAが決定する。なお、団体毎
の支援額は別に定める。

基 準
●JA白山管内の組合員で構成する団体でJAが認める組織を対象とする
●支援を受けた団体はJAに対し収支決算を含む総会資料及び構成員名簿を提出
する。

集
荷
・
利
用
向
上
対
策

事 業 費 6,000,000円
目 的 ライスセンター・カントリー利用率の向上を図る。

内 容

●ライスセンター・カントリーの利用出荷数量に対し以下の支援を行う。
　○ライスセンター加算金　　　　　　　（税込）

出荷俵数 金　　額
100～999.5俵 50円/俵

1,000～2,499.5俵 100円/俵
2,500俵以上 150円/俵

●「ひゃくまん穀」は複数年契約に基づき出荷したものに以下の金額を加算する。
　○ひゃくまん穀加算額　324円/俵（税込）

基 準 ●JA白山組合員であること　　●栽培履歴提出者であること
●共同施設利用者は２回の基幹防除を実施すること

土
壌
改
良
剤
散
布

支
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対
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事 業 費 2,800,000円
目 的 土壌改良資材 及び もみ殻牛糞堆肥の散布率の向上を目指す。

内 容 ●土壌改良資材の購入額（税抜）に対し10%を支援する。
●もみ殻牛糞堆肥の散布（行政と連携）に対し一定額支援する（上限40ha）。

基 準
●JA白山組合員であること　　●JA取扱商品であること
●もみ殻牛糞堆肥（ソイルパワー）散布支援は１生産者10haを上限とし対象者
及び散布圃場の条件、支援内容等は別に定める。

そ
ば
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量
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策

事 業 費 1,500,000円
目 的 中山間地域におけるそば生産量の安定を図るため、目標達成者に対し支援する。

内 容 ●そば収量確保に対する支援
　反収25kg以上の出荷に対して4,000円/10aを支援する。

基 準 ●JA白山の組合員であること　　　●作付計画書を提出すること
●そば栽培履歴を提出すること　　　●対象地区は中山間地域に限る

農
機
購
入
対
策

事 業 費 2,000,000円
目 的 農業経営の維持・拡大のため、農業機械の購入に対し支援し、農家の負担軽減を図る。

内 容

●トラクター15ps以上、乗用田植機４条以上、コンバイン２条刈以上、その他
の農業機械（※乾燥機等を除く）の新車・中古車購入を対象とする。
●本体価格（消費税除く）の５%とする。但し、国県市等の補助対象となった場
合は補助金控除後の販売価格に対し３%とする。

基 準 ●JA白山組合員であり、JA取扱商品（税抜150万円以上）であること
●他のJA支援事業との併用は不可とする

重
点
・
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進
野
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生
産
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大
対
策

事 業 費 1,000,000円
目 的 重点・推進野菜の生産拡大と市場への出荷拡大を図る。

内 容

●市場への出荷量に対する支援
品目名 金　　額 品目名 金　　額

ブロッコリー 15円/kg 丸いも 70円/kg
白ネギ 10円/kg グリーンピース 25円/kg
ナス 5円/kg

●新規や面積拡大に対する支援（JAグループと一体となった支援）
栽培品目 助成額（税別）

ブロッコリー 春作 共販出荷　対前年増量（kg）×18円
秋作 共販出荷　対前年増量（kg）×18円

白ネギ 共販出荷　対前年増量（kg）×18円

基 準

●JA白山組合員であること　　●JAの定める反収を上回ること
●部会加入者であること　　　●拡大面積は過去実績を上回ること
●栽培指針に沿った栽培を実施すること　　●栽培履歴を提出すること
●市場出荷70％以上上回ること

直
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生
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大
対
策

事 業 量 1,700,000円
目 的 直売所会員の拡大と農産物の生産拡大を図る。

内 容 ●農産物の年間出荷販売高が15万円以上の出荷者へ出荷販売額に対し1.5％支援
する。

基 準 ●JA白山の組合員であること
●よらんかいねぇ広場の登録者（１号会員）であること

ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
機
材
購
入
対
策

事 業 量 2,000,000円
目 的 スマート農業関連機械等の購入費用の一部を支援し、導入時の農家負担を軽減する。

内 容

●圃場管理システム『Z-GIS』の初年度の利用料をJAが全額負担する。
 （令和９年２月末までの加入者に限る）
●下記の対象機械に本体価格（税抜）の５％支援する。
　　ドローン（JA指定機種で本体のみ）
　　自動操舵システム（トプコン）
　　自動給水栓（ファーモ・アクアポート）
　　アイガモロボ、ラジコン草刈り機
　　その他のスマート農業関連機械でJAが認めるもの
　なお、国県等、他の補助事業の対象となる場合は本支援の対象外。

基 準
●JA白山管内の組合員または組合員で構成される団体
●対象機材はJA取扱商品であり、かつJAが認めるもの
●他のJA支援事業との併用は不可とする

新
規
就
農
対
策

事 業 量 1,000,000円
目 的 新規就農者（就農時50才以下）を支援する。

内 容 ●２年間に渡り、資材購入支援を行う。JAでご購入いただいた資材の購入金額
（税抜）に対し10％を支援額として支払う。

基 準

●JA白山の組合員であること（新規に組合員加入するもの）
●親元就農及び法人組織への就農は対象としない（ただし、その法人の主体とな
るものは対象とする）
●新規就農者はJAが審査認定する（認定申請書の提出）
●支援の購入対象期間は１月～12月末まで購入分とする
●他のJA支援事業との併用は不可とする
●対象資材はJA取扱商品であり、かつJAが認めるもの

鳥
獣
害
対
策

事 業 費 1,000,000円

目 的 鳥獣害被害を最小限に防ぐため、防護資材（電気柵、防草シート、フェンス）の導入を
支援する。

内 容 ●電気柵及び防草シートは購入価格（税抜）の15％、フェンス資材は購入価格
の５％。

基 準 ●JA白山管内の組合員及び組織で管内での設置を行うもの
●JAより購入した資材を対象とする

各
種
農
業
団
体

助
成
金

事 業 費 1,000,000円
目 的 生産者等で構成する各種農業団体の運営と活動を支援する。

内 容 ●支援額は団体の構成員数や活動の内容に応じてJAが決定する。なお、団体毎
の支援額は別に定める。

基 準
●JA白山管内の組合員で構成する団体でJAが認める組織を対象とする
●支援を受けた団体はJAに対し収支決算を含む総会資料及び構成員名簿を提出
する。

集
荷
・
利
用
向
上
対
策

事 業 費 6,000,000円
目 的 ライスセンター・カントリー利用率の向上を図る。

内 容

●ライスセンター・カントリーの利用出荷数量に対し以下の支援を行う。
　○ライスセンター加算金　　　　　　　（税込）

出荷俵数 金　　額
100～999.5俵 50円/俵

1,000～2,499.5俵 100円/俵
2,500俵以上 150円/俵

●「ひゃくまん穀」は複数年契約に基づき出荷したものに以下の金額を加算する。
　○ひゃくまん穀加算額　324円/俵（税込）

基 準 ●JA白山組合員であること　　●栽培履歴提出者であること
●共同施設利用者は２回の基幹防除を実施すること

土
壌
改
良
剤
散
布

支
援
対
策

事 業 費 2,800,000円
目 的 土壌改良資材 及び もみ殻牛糞堆肥の散布率の向上を目指す。

内 容 ●土壌改良資材の購入額（税抜）に対し10%を支援する。
●もみ殻牛糞堆肥の散布（行政と連携）に対し一定額支援する（上限40ha）。

基 準
●JA白山組合員であること　　●JA取扱商品であること
●もみ殻牛糞堆肥（ソイルパワー）散布支援は１生産者10haを上限とし対象者
及び散布圃場の条件、支援内容等は別に定める。

そ
ば
収
量

向
上
対
策

事 業 費 1,500,000円
目 的 中山間地域におけるそば生産量の安定を図るため、目標達成者に対し支援する。

内 容 ●そば収量確保に対する支援
　反収25kg以上の出荷に対して4,000円/10aを支援する。

基 準 ●JA白山の組合員であること　　　●作付計画書を提出すること
●そば栽培履歴を提出すること　　　●対象地区は中山間地域に限る

農
機
購
入
対
策

事 業 費 2,000,000円
目 的 農業経営の維持・拡大のため、農業機械の購入に対し支援し、農家の負担軽減を図る。

内 容

●トラクター15ps以上、乗用田植機４条以上、コンバイン２条刈以上、その他
の農業機械（※乾燥機等を除く）の新車・中古車購入を対象とする。
●本体価格（消費税除く）の５%とする。但し、国県市等の補助対象となった場
合は補助金控除後の販売価格に対し３%とする。

基 準 ●JA白山組合員であり、JA取扱商品（税抜150万円以上）であること
●他のJA支援事業との併用は不可とする

重
点
・
推
進
野
菜
生
産
拡
大
対
策

事 業 費 1,000,000円
目 的 重点・推進野菜の生産拡大と市場への出荷拡大を図る。

内 容

●市場への出荷量に対する支援
品目名 金　　額 品目名 金　　額

ブロッコリー 15円/kg 丸いも 70円/kg
白ネギ 10円/kg グリーンピース 25円/kg
ナス 5円/kg

●新規や面積拡大に対する支援（JAグループと一体となった支援）
栽培品目 助成額（税別）

ブロッコリー 春作 共販出荷　対前年増量（kg）×18円
秋作 共販出荷　対前年増量（kg）×18円

白ネギ 共販出荷　対前年増量（kg）×18円

基 準

●JA白山組合員であること　　●JAの定める反収を上回ること
●部会加入者であること　　　●拡大面積は過去実績を上回ること
●栽培指針に沿った栽培を実施すること　　●栽培履歴を提出すること
●市場出荷70％以上上回ること

令和８年度 JA白山 営農支援事業【支援予算総額2,000万円】
２月７日開催の営農方針説明会で発表した「令和８年度JA白山 営農支援事業」は以下のとおりです。

「営農のてびき」はJA白山
ホームページでも
ご覧いただけます。
https://www.ja-hakusan.jp/
news/einoutebiki2026

JA白山営農情報LINEアカウント

友達追加検索
　@363aoirk
友達追加URL
　https://lin.ee/g9ue63o
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１
月
17
日
、鶴
来
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
て
「
親
子
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
10
組
の
親
子
が
参
加
し
、
料
理
づ
く
り
を
通
し

て
食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
調
理
実
習
で
は
、
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
が
栽
培
し

た
特
別
栽
培
米
「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」
や
農
薬
・
化
学

肥
料
不
使
用
の
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
親
子
で

挑
戦
し
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
作
っ
た
料
理
は
一
段
と

美
味
し
く
、
満
足
そ
う
に
頬
張
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
安
全
・
安
心
な
食
材
に
つ
い
て
知

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
家
庭
で
も
取
り

入
れ
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
安
全
・
安
心
な
食
材
を

　
　
　「
親
子
料
理
教
室
」
開
催

　女
性
部

　
１
月
26
日
、
J
A
白
山
女
性
部
は
第
４
回

グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
「
味
噌
づ

く
り
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
人
気
企
画
で
、「
手
作
り
味
噌

に
ハ
マ
っ
て
毎
年
参
加
し
て
い
る
」「
一
度
食
べ

た
ら
や
め
ら
れ
な
い
」と
話
す
参
加
者
の
姿
も
。

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
半
年
後
の

完
成
が
楽
し
み
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、ふ
っ
く
ら
と
煮
た
大
豆
が
並
び
、

素
材
の
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
、
皆
さ
ん
興
味

深
そ
う
に
一
つ
一
つ
の
工
程
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
手
慣
れ
た
女
性
部
員
が

厚
生
産
業
㈱
の
講
師
と
と
も
に
寄
り
添
い
、

作
業
後
は
達
成
感
と
期
待
感
に
満
ち
た
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
４
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
　
味
噌
づ
く
り

お買物券

●このお買物券は上記店舗以外
では使用できません。精算前に
レジ係員へお渡しください。

●現金との引換えはできません。
●おつりの支払いはできません。
●お１人様１枚使用できます。

￥100
有効期限 2026.3.31
使
用
可
能
店
舗

●よらんかいねぇ広場
●Aコープ蝶屋店
●Aコープ手取店
●白峰支店
●移動販売（じわもん便）

ダウンロード
データでは

ご使用いただけ
ません。

特別栽培米「ひゃくまん穀」

JA白山の
こだわり商

品を

お得にお取
り寄せ

できるチャ
ンス！

よらんかい
ねぇ広場

よらんかい
ねぇ広場 2/20金

9：15
改装工事中は大変ご不便を
おかけしました。
よらんかいねぇ広場はこれからも
「地産地消」「国消国産」を基本に
生産者と消費者をむすぶ架け橋と
なるお店を目指してまいります！！
引き続きご愛顧のほど
よろしくお願い申し上げます。

10：00～ 先着200名様
13：00～ 先着100名様

１等 白山こしひかり５kg
 ２等 エーコープマーク品セット
 ３等 JA白山レトルトご飯

10：00～ 先着200名様
レシート合計￥3,000（税込）
以上で１回抽選

13：00～ 先着240名様

10：00～ 

11：00～ 

￥3,000（税込）以上お買い上げの方 各日先着200名

オープニングイベント
2/20
金

野菜たっぷり
ふるまい鍋

2/21
土
ひゃくまん穀
試食会

マグロ解体ショー

2/22
日

あったか～い
ふるまいぜんざい

2/20金
～23月

レシートくじ開催

ひゃくまん穀
おにぎりプレゼント

特別栽培米

2/20金
・21土

オリジナルマイバッグプレゼントオリジナルマイバッグプレゼント
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マイカーセンター

〈お問い合わせ〉JA白山マイカーセンター　272-0444
先月号におきまして、掲載写真の誤りがありましたこと、組合員の皆様にお詫び申し上げます。　JA白山

　JA白山の管内に住所もしくは勤務先があれば農家でなくても大丈夫。
　活動内容は食農教育、地域振興、社会福祉、健康増進活動など多岐にわた
ります。まずは見学から気軽に参加してみませんか？

事務局（総務部）　TEL 272-3333　村上・太田

事務局（総務部）　TEL 272-3333　辻元

JA白山青壮年部・女性部では
一緒に活動する仲間を募集しています。

●白山比咩神社お米奉納
●バケツ稲づくりコンテスト
●絆再耕プロジェクト
●こども園・小学校での食農教育
　（トウモロコシ・サツマイモ定植収穫体験、
　　田植え稲刈り体験など）
●農業まつり模擬店出店　など

青壮年部 令和７年の主な活動

●グリーンレディースカレッジ
　（しめ縄作り、味噌づくりなど）
●地産地消促進運動
●各種イベントへの農産物加工品の出品
●おにぎり配布など米消費拡大運動
●視察研修旅行（能登地方・語り部列車の旅）
●フードドライブ活動　など

女性部 令和７年の主な活動

会員募集中！
青壮年部 女性部青壮年部 女性部

※支払総額には、保険料、税金（法定費用含む）、リサイクル預託金相当額、登録等に伴う費用（検査・登録手続代行費用及び車庫証明
手続代行費用）等、購入の際に必要な全ての費用が含まれています。※お客様の要望に基づくオプション等の費用は含まれていません。

車体色：シルバー
走行距離：10km
車検：令和９年12月
CVT/4WD/エアコン/パ
ワステ/衝突被害軽減/ラ
ジオ

車体色：モスグレーメタリック
走行距離：10km
車検：令和９年９月
エアコン/パワステ/4WD/
フル装備/キーレスエント
リー/衝突被害軽減システ
ム/ラジオ/ふらつき警報機
能/誤発進制御機能/車線
逸脱警報機能/先行車発
進お知らせ機能

車体色：グレー
走行距離：40,000km
車検：車検整備付
4WD/LEDヘッド/ETC/衝突被
害軽減システム/純正ナビ/TV
（フルセグ）/９インチナビ/バック
カメラ/HDMI入力/純正アルミ
ホイール/TVフリー済/レーダー
クルーズコントロール/ブライン
ドスポットモニター/ドレイブレ
コーダー/パワーシートヒーター
（フロント左右）/フォグランプ

車体色：フォレストカーキメタリック
走行距離：10km
車検：令和10年９月
4WD/オートAC/プッシュ
スタート/キーフリーシステ
ム/LEDヘッドライト/衝突被
害軽減システム/TV（フルセ
グ）/９インチディスプレイ/
オーディオ/バックカメラ/パ
ノラミックビューモニター/
純正アルミホイール

 令和
 ７年

未使用未使用

車両
価格

諸 費 用   9.8万円
支払総額 133.9万円

239.1万円 諸 費 用 13.2万円
支払総額 252.3万円

スバル レヴォーグ
GT-H 1.8Lターボ
スバル レヴォーグ
GT-H 1.8Lターボ
スバル レヴォーグ
GT-H 1.8Lターボ

ダイハツ タフト
Gダーククロムベンチャー
ダイハツ タフト
Gダーククロムベンチャー
ダイハツ タフト
Gダーククロムベンチャー

諸 費 用      8.6万円
支払総額 141.5万円

239.1万円239.1万円車両
価格

諸 費 用   9.8万円
支払総額 207.3万円197.5万円197.5万円車両

価格

132.9万円車両
価格

 令和
 ７年

未使用未使用

ダイハツ
ハイゼットトラック スタンダード
ダイハツ
ハイゼットトラック スタンダード
ダイハツ
ハイゼットトラック スタンダード

スズキ
キャリイトラック KC
スズキ
キャリイトラック KC
スズキ
キャリイトラック KC

124.1万円124.1万円 132.9万円

 令和
 ７年

 令和
 ３年

未使用未使用

中古車中古車
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マイカーセンター

〈お問い合わせ〉JA白山マイカーセンター　272-0444
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手続代行費用）等、購入の際に必要な全ての費用が含まれています。※お客様の要望に基づくオプション等の費用は含まれていません。
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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和７年12月末実績参考）

組合員数  6,530名（団体含）

貯金残高 71,737百万円

貸出金残高 21,670百万円

長期共済保有高 1,648億円

購買品供給高 2,125百万円

販売品取扱高 1,528百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和８年２月25日㈬
令和８年３月５日㈭

■ お問い合わせ・お申込先
■ 顧問税理士

お申込み順に受け付けております。

午前９時～12時（基本30分単位）

要予約

JA 白山  本店

本店総務課 東藤
税理士 升田　佐吉（税理士法人アーマス）

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

井関町の（農）井関生産組合が製造する「かきもち」は心を込めて作った自家製の「白山もち」
を100％使用し、一枚一枚ていねいに編込み約２カ月間じっくり寒気のなかで自然乾燥させる
昔ながらの製法にこだわった「かきもち」です。今年のかきもちは70俵（コンビニのおにぎり
約４万個分！！）が製造されました。近隣の小学生も見学に訪れました。
お買い求めは「よらんかいねぇ広場」の店頭もしくは井関生産組合（TEL：076-278-3603）
にお電話にてご注文ください。

かきもち表紙の写真

特 集 新総代が決定しました新総代が決定しました

今月は、お買物券付き

今年度の組合員集会では、「健康・活力・豊かならくらし」セミナーを開催します。
組合員とご家族はどなたでも参加できますので、お誘いあわせのうえご参加ください。
なお事前の申込みが必要ですので、下記のQRコードからWEB申込みいただくか、

最寄りの支店にてお申し込みください。

令和８年３月７日（土）
鶴来総合文化会館クレイン ２階研修室
（白山市七原町77番地）

第１部　JAの情勢及び将来の展望について
第２部　健康セミナー
　　　　①『人生100年時代を翔る』
　　　　●講 師　公立つるぎ病院 病院長  柿木  嘉平太 氏

　　　　②『自身や家族のために
　　　　　　　知っておきたい介護のこと』
　　　　●講 師　社会福祉法人手取会（大門園）在宅課長  福田  正成 氏

QRコードからWEB申込みいただくか最寄りの支店にて
お申込みください。
本店総務部　272-3333
蝶 屋 支 店　278-2315
つるぎ支店　272-1515

大 神 支 店　272-0620
手 取 支 店　255-5001
白 峰 支 店　259-2003

参加費
無料

https://www.ja-hakusan.jp/
news/kumiai_meeting-2-2

令和７年度 組合員集会のご案内

開 催 日

開催場所

開催時間

プログラム

申込み方法

受付開始　9：30
第 １ 部　10：00～10：30
第 ２ 部　10：30～11：50

ご来場
いただいた方に

もれなく

JA利用割引券を
プレゼント！！

か き の き

か け

ふ く だ ま さ な り

か たへ い
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